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 古典的記述

周期×（星の平均密度）½＝pulsation 
constant

時間を日、星の物理量を太陽単位で表した場
合

pulsation constant   0.7 ～ 0.3



観測から周期を求める

半径を測定する（推定する）

 Pulsation constant の範囲が狭いので、質
量の範囲を押さえ込める



星の脈動の波動方程式からの説明

周期に星の平均密度を乗じた値が固有値に
なる

周期に星の平均密度を乗じた値が、特定の値
になったときだけ、周期解が得られる



動径方向脈動の本質

星を構成する気体の膨張しよ
うとする力

重力がそれを引き留める



ｄ（ＧＭ ⁄ Ｒ２）⁄ ｄＲ ＝ －２ＧＭ ⁄ Ｒ３

表面重力の変化率が大きい ↔ 平均密度に比例
↓

強いバネに相当
↓

加速度が大きくなる
↓

周期（加速度の自乗の逆数）が
短くなる ↔ 平均密度の平方根に反比例

圧力の変化（半径の３乗に反比例）は表面重力の変化よりやや小さい



 絶対光度 ４．８×１０４ Ｌsun

 周期 ５６５ d

 表面の有効温度 ２８００ Ｋ ～ ３０００ Ｋ



Ｑ Ｔ ＝ ２８００ Ｋ Ｔ ＝ ３０００ Ｋ

０．０７ １２．５ ８．３

０．０６ ９．２ ６．１

０．０５ ６．４ ４．２

０．０４ ４．０ ２．７

０．０３ ２．３ １．５

Ｑ ＝ ０．０４ ～ ０．０３ であるから、
first overtone

Ｍ ＝ ４．０ ～ １．５ Ｍsun



 この星の場合は、質量の想定される範囲から、
Ｑを推定している。

その結果、脈動のモードが決定される。

 First overtoneで脈動している星として、太
陽近傍で初めて確認された。

 ミラ型に分類されているのに、マゼラン星雲で
得られたミラ型の周期光度関係に乗らない。



 絶対光度 ５９７０ Ｌsun

 周期 １５５ d および ３１５ d                        
周期の変化 mode switching

 表面の有効温度 ３０９７ Ｋ

 半径 ２６０ Ｒsun



Ｑ 周期 ＝ １５５ ｄ 周期 ＝ ３１５ ｄ

０．０７ ３．６ ０．９

０．０６ ２．６ ０．６

０．０５ １．８ ０．４

０．０４ １．２ ０．３

０．０３ ０．７ ０．２

周期が変わっても質量は変わらない
mode switching

Ｍ ＝ ０．８ Ｍsun



時期により周期が異なるので、Ｑと質量とが同
時に推定される。

モードの変わる過程を詳しく観察できる可能
性がある。



半径 ２６９ Ｒsun

周期 １６０ d および ２７８ d 
二つの周期が見いだされる

double-mode
表面の有効温度 ３３０７ Ｋ



Ｑ 周期 ＝ １６０ ｄ 周期 ＝ ２７８ ｄ

０．０７ ３．７ １．２

０．０６ ２．７ ０．９

０．０５ １．９ ０．６

０．０４ １．２ ０．４

０．０３ ０．７ ０．２

二つの周期は fundamental mode と
first overtone
Ｍ ＝ １．２ ～ ０．９ Ｍsun



周期が二つ求められたので、Ｑと質量とが同
時に求まる。

 この星は fundamental mode を励起する
機構が働く領域と、 first overtone を励起

する機構が働く領域の境界にあると考えられ
る。



観測される明るさに対応する表面の温度をど
うして決めるか？

半径とはどのような量か？



太陽近傍での周期光度関係（かなり複雑かも
知れない）の確立はこれからの課題である。
もっと多く対象について研究が進むことが望ま
れる。

周期光度図の振幅依存性

赤色短周期系列の周期光度関係（周期スペ
クトル型関係と周期光度関係）
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